
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 内 容 ◇ 
 
【日時】平成３１年１月３０日（水） 

18:30～20:30 
 

【会場】山形市役所 11 階 大会議室 
 
【回数】１回 
 
【目的】 

知的・発達障がいのある人の行動や感覚
を疑似体験を通して知ってもらい、 
障がい者のサポーター（理解者）となって
もらう。 

 
【対象者】 
山形市と近隣の行政職員他、興味のある人 
 

【内容】 
 ・障がい者や高齢者の感覚の模擬体験 
（指先の動きが不自由な人の感覚体験や、 
視野を狭めての行動など） 

◇ こんな方が講師です ◇ 

＊古澤 薫（ふるさわ かおる）氏 

・花笠ほーぷ隊代表 

＊日比野 久枝（ひびの ひさえ）氏 

 ・花笠ほーぷ隊 

(特別支援学校就労支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ) 

＊二関 郁子（にせき いくこ）氏 

 ・花笠ほーぷ隊 

(社会福祉士・相談支援専門員) 

 

◇ ここが上手くいった！ ◇ 
・みなさん、大変興味深く、また楽し
んで話を聞いたり体験をしてくださ
いました。 

・知的障がいや聴覚過敏の方の感じ方、
考え方などを参加者の疑似体験を通
して伝えることができました。 

 

＊お問い合わせ先＊ 

山形県障がい福祉課 

TEL：023-630-3304、2293  

 

情報提供：令和２年２月 

事業名：山形市夜カツ勉強会 
（主催者：夜カツ勉強会実行委員会） 

  

・軍手をはめ、チャック付きビニール袋に入っ

た硬貨を封筒に移す作業は大変だった。 

・障がい者のもどかしさや苛立ちについて少し

は共感することができた。 

参加者 Voice 
（参加者の感想） 


